
日本史探究 第 3 回 授業の進め方とポイント 

 

【第 3 回テーマと EQ】 

なぜ律令国家体制は崩壊していったのか 

～土地制度の変化と貴族政治～ 

 

【第 3 回の解説ポイント】 

・ 

 

・より強力な権力者の登場が理解できる存在として、各地に広がる古墳の存在を知る。 

 

・中国で成立した強力な中央集権国家の影響を受けて、豪族同士の争いが続いていた日本に

おいても、安定した中央集権の国家体制が目指されるようになった。 

 

・天皇中心の中央集権の政治体制を目指し様々な改革を進めた聖徳太子であったが、有力豪

族であった蘇我氏の影響もあり、その改革は十分に果たすことができなかった。 

 

・聖徳太子の死後、有力豪族である蘇我氏が独裁的な権力を握ったが、それに反発した中大

兄皇子と中臣鎌足が大化の改新（乙巳の変）を起こし、再び天皇を中心とした政治体制が目

指されるようになった。 

 

・天皇を中心とした中央集権的な政治体制の完成が、律令国家体制である。 

 

古墳時代においては、それまでに成立した各地の小国が次第にまとまり大きくなってい

く中で強力な国家となり、それらがさらに拡大していく中で大和朝廷が登場することを理

解したい。その権力の広がりの根拠の一つとして、各地の古墳の広がりや大きさの違いにつ

いて説明できれば理解が深まるのではないか。 

そして、古代国家の成立後、有力者（豪族）同士の対立が続く中において、中国に成立し

た中央集権国家を参考に、天皇を中心とした中央集権の政治体制が目指されたことを理解

する。その到達点が律令国家体制であり、全ての土地・人民が国家のものとされる公地公民

の制度が律令国家の基礎となったことを理解したい。 

 

【これまでに出された留学生からの質問】 

・「天武天皇からは大君ではなく天皇と呼ぶようになったと聞きました。ですが、それ以前

にも天皇がいたと思います。それ以前にも天皇は存在したのでしょうか。」 

→大宝律令が出された時代に「天皇」という言葉があったといえるが、天武天皇の時代には



「天皇」という称号が成立したのではとされている。それ以前の称号としては、埼玉県稲荷

山古墳出土の鉄剣銘にある「大王」であったと考えられる。 

 

・「前方後円墳は日本特有のものなのですか？朝鮮半島や中国にはないのですか？」 

→韓国南部には、前方後円墳と類似する古墳が存在することが知られている。日本の前方後

円墳にも様々な中国思想の影響が見られることから、それまでにあった墓制が大陸からの

文化的影響を受けて成立したものではないかと考えられる。 


